曾禰好忠「毎月集」二番歌の一考察 : 海人への自己投影表現をめぐって by 藤原, 静香
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一
、
は
じ
め
に
　
曾
禰
好
忠
の
定
数
歌
「
毎
月
集
」
に
、
次
の
一
首
が
あ
る
。
　
　
よ
さ
の
う
み
に
お
い
の
浪
か
ず
か
ぞ
へ
く
る
あ
ま
の
し
わ
ざ
と
人
も
見
よ
と
ぞ 
（
毎
月
集
・
春
・
二
）
　
「
毎
月
集
」
に
は
四
季
の
部
立
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
長
歌
体
を
模
し
た
序
と
和
歌
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
春
部
冒
頭
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
が
、
右
の
一
首
で
あ
る
。
歌
意
は
、
「
与
謝
の
海
で
迫
り
来
る
老
い
の
年
浪
を
数
え
て
い
る
海
人
の
仕
事
だ
と
人
も
見
な
さ
い
（
と
し
て
「
毎
月
集
」
を
作
っ
た
の
だ
）
」
と
な
る
。
好
忠
は
、
そ
の
官
途
は
不
明
で
あ
る
が
、
丹
後
掾
で
あ
っ
た
こ
と
は
歌
合
な
ど
の
記
録
に
見
え
る
）
1
（
。
任
地
の
名
所
「
与
謝
の
海
」
で
老
い
て
い
く
海
人
に
作
者
自
身
を
重
ね
、
こ
か
ら
始
ま
る
「
毎
月
集
」
と
い
う
作
品
を
、
「
あ
ま
の
し
わ
ざ
」
と
表
現
し
た
一
首
と
解
せ
よ
う
。
「
毎
月
集
」
中
に
は
、
労
働
を
主
題
と
し
た
和
歌
が
複
数
収
め
ら
れ
て
女
子
大
國
お　
第
百
六
十
七
号　
令
和
二
年
九
月
三
十
日
曾
禰
好
忠
「
毎
月
集
」
二
番
歌
の
一
考
察
― 
海
人
へ
の
自
己
投
影
表
現
を
め
ぐ
っ
て 
―
藤
原
静
香
2
お
り
、
海
人
・
川
辺
の
漁
業
民
の
ほ
か
に
「
柴
刈
る
民
（
三
〇
四
番
歌
）
」
「
木
こ
り
（
五
二
番
歌
）
」
「
賤
の
女
（
三
一
八
番
歌
）
」
な
ど
、
従
来
の
和
歌
に
詠
み
込
ま
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
労
働
、
そ
れ
を
生
業
と
す
る
民
が
詠
歌
の
材
料
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
同
時
代
歌
や
屏
風
歌
を
概
観
し
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
に
多
彩
な
生
業
の
人
々
を
、
一
つ
の
作
品
集
で
詠
じ
た
例
は
見
ら
れ
ず
、
労
働
民
へ
の
着
目
は
「
毎
月
集
」
の
特
徴
の
一
つ
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
中
で
、
海
人
に
自
己
を
仮
託
し
た
一
首
が
巻
頭
に
置
か
れ
る
点
は
、
見
逃
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
と
く
に
、
自
詠
を
「
あ
ま
の
し
わ
ざ
」
と
見
な
し
た
点
か
ら
、
好
忠
に
と
っ
て
海
人
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
民
が
、
自
己
を
投
影
す
る
対
象
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
　
そ
も
そ
も
、
「
毎
月
集
」
は
ど
の
よ
う
な
作
品
集
な
の
か
を
確
認
し
た
い
。
作
者
の
曾
禰
好
忠
は
、
藤
岡
作
太
郎
に
よ
っ
て
「
革
新
の
暁
星
）
2
（
」
と
賞
さ
れ
て
以
降
、
そ
の
詠
歌
に
つ
い
て
は
河
原
院
文
化
圏
歌
人
ら
と
の
交
流
・
漢
詩
文
の
摂
取
・
屏
風
歌
表
現
の
受
容
な
ど
、
複
数
の
観
点
か
ら
表
現
の
源
泉
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
藤
岡
忠
美
氏
は
好
忠
の
歌
風
を
「
訴
嘆
調
）
3
（
」
と
位
置
づ
け
、
山
口
博
氏
は
好
忠
を
含
む
村
上
円
融
朝
の
歌
人
ら
を
「
沈
淪
歌
壇
）
4
（
」
と
総
称
し
て
い
る
。
『
曾
禰
好
忠
集
』
の
性
格
が
、
不
遇
述
懐
か
否
か
に
つ
い
て
は
論
争
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
「
好
忠
百
首
」
に
不
遇
詠
が
存
在
す
る
の
は
確
か
で
あ
り
、
両
氏
に
よ
る
位
置
づ
け
は
現
在
ま
で
通
用
し
て
い
る
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
　
「
好
忠
百
首
」
か
ら
約
十
年
後
、
次
に
好
忠
が
編
纂
し
た
の
が
、
約
三
百
六
十
首
か
ら
成
る
「
毎
月
集
」
で
あ
る
。
前
例
の
な
い
大
作
に
対
し
て
、
同
時
代
歌
人
及
び
後
世
の
歌
人
た
ち
は
、
あ
る
程
度
の
評
価
を
下
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
「
毎
月
集
」
制
作
以
前
は
歌
合
等
へ
の
出
詠
が
認
め
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
制
作
以
後
に
は
「
三
条
左
大
臣
殿
前
栽
歌
合
」
（
貞
元
二
年
）
や 
「
故
小
野
宮
右
衛
督
君
達
謎
合
」
（
天
元
四
年
）
な
ど
に
召
さ
れ
て
和
歌
を
披
露
し
て
い
る
）
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（
。
こ
う
し
た
差
は
、
「
毎
月
集
」
が
何
ら
か
の
評
価
を
得
た
め
と
想
定
さ
れ
、
近
年
で
は
「
好
忠
の
和
歌
活
動
を
徐
々
に
後
押
し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
）
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（
」
と
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
以
後
の
勅
撰
集
に
お
い
て
も
「
毎
月
集
」
か
ら
の
入
集
が
多
く
見
ら
れ
）
7
（
、
後
人
の
編
纂
と
言
わ
れ
る
『
曾
禰
好
忠
集
』
は
、
「
毎
月
集
」
を
曾
禰
好
忠
「
毎
月
集
」
二
番
歌
の
一
考
察
3
巻
頭
に
据
え
た
。
以
上
か
ら
、
「
毎
月
集
」
は
好
忠
歌
の
中
枢
を
担
う
作
品
集
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
　
し
か
し
、
評
価
を
受
け
た
と
推
測
さ
れ
る
「
毎
月
集
」
だ
が
、
現
時
点
に
お
い
て
制
作
に
関
す
る
明
確
な
背
景
や
動
機
を
指
摘
し
難
い
と
い
う
問
題
点
を
有
し
て
い
る
。
「
毎
月
集
」
に
先
行
す
る
「
好
忠
百
首
」
は
、
源
順
に
送
ら
れ
た
作
品
集
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
小
野
宮
家
と
の
接
近
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
）
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（
。
当
時
の
好
忠
に
つ
い
て
は
、
返
歌
に
あ
た
る
「
順
百
首
」
序
文
に
「
よ
さ
の
う
み
の
あ
ま
の
は
し
だ
て
わ
た
り
よ
り
、
な
か
た
え
て
ほ
ど
へ
に
け
る
と
い
ひ
お
こ
し
」
と
あ
り
、
与
謝
（
丹
後
）
に
居
た
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
毎
月
集
」
成
立
後
に
な
る
と
、
前
述
の
通
り
歌
合
な
ど
に
名
前
が
確
認
で
き
、
都
に
居
た
と
推
察
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
好
忠
の
状
況
を
整
理
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
「
毎
月
集
」
の
制
作
時
期
が
、
好
忠
の
空
白
期
間
で
あ
る
と
わ
か
る
。
「
毎
月
集
」
が
い
つ
ど
こ
で
編
纂
さ
れ
た
の
か
、
現
段
階
に
お
い
て
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
「
毎
月
集
」
と
は
「
好
忠
百
首
」
か
ら
歌
合
等
出
詠
ま
で
に
生
じ
て
い
る
、
歌
人
曾
禰
好
忠
の
空
白
期
を
埋
め
る
定
数
歌
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
　
改
め
て
二
番
歌
に
戻
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
も
、
「
毎
月
集
」
中
に
労
働
民
が
複
数
詠
ま
れ
る
点
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
松
本
真
奈
美
氏
は
海
人
詠
に
つ
い
て
考
察
し
、
好
忠
が
屏
風
歌
の
詠
法
に
学
ん
だ
と
論
じ
る
）
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（
。
こ
に
、
海
人
詠
の
一
部
を
挙
げ
る
。
す
ま
の
あ
ま
も
い
ま
は
る
べ
と
し
り
ぬ
ら
し
い
づ
こ
と
も
な
く
な
べ
て
か
す
め
ば 
（
正
月
中
・
一
四
）
け
ぶ
り
た
つ
は
る
の
う
ら
う
ら
見
る
時
ぞ
ま
だ
み
ぬ
あ
ま
の
あ
り
か
を
も
し
る 
（
二
月
中
・
四
八
）
右
の
二
首
は
、
い
ず
れ
も
春
霞
・
藻
塩
焼
き
の
煙
を
主
題
と
し
た
作
品
で
あ
る
。
歌
語
の
組
み
合
わ
せ
や
表
現
趣
向
は
、
屏
風
歌
及
び
伝
統
歌
の
詠
法
と
差
異
は
な
い
。
ま
た
、
金
子
英
世
氏
）
10
（
は
「
毎
月
集
」
中
の
漁
業
詠
に
つ
い
て
「
先
行
す
る
和
歌
に
は
認
め
ら
れ
な
い
具
体
性
・
写
実
性
を
有
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
一
方
で
、
海
人
詠
に
つ
い
て
は
「
表
現
レ
ベ
ル
の
面
白
さ
が
追
求
さ
れ
、
海
辺
の
季
節
感
や
の
ど
か
さ
が
印
象
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
素
材
の
組
み
合
わ
せ
や
設
定
に
そ
れ
ほ
ど
の
斬
新
さ
は
認
め
ら
れ
な
い
）
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（
」
と
述
べ
る
。
つ
4
ま
り
、
海
人
ら
へ
の
自
己
投
影
は
「
毎
月
集
」
中
の
一
側
面
で
あ
り
、
集
全
体
に
及
ぶ
表
現
で
は
な
い
点
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
逆
に
言
え
ば
、
「
毎
月
集
」
で
は
二
番
歌
で
の
み
、
明
確
に
「
海
人
」
と
い
う
存
在
と
自
己
と
を
同
一
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
両
氏
の
検
討
に
二
番
歌
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
金
子
氏
が
「
毎
月
集
」
の
下
層
民
詠
に
つ
い
て
「
時
と
し
て
共
感
を
寄
せ
る
も
の
、
自
ら
を
投
影
す
る
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
ほ
か
に
、
具
体
的
な
検
証
を
挙
げ
て
い
な
い
。
一
方
、
古
田
正
幸
氏
）
12
（
は
「
海
人
」
と
「
老
い
」
を
組
み
合
わ
せ
た
表
現
に
つ
い
て
、
「
海
人
」
は
「
伝
統
的
な
詠
み
ぶ
り
と
し
て
は
、
恋
歌
や
鄙
の
歌
の
中
に
詠
ま
れ
、
老
い
と
関
係
す
る
歌
語
で
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
。
当
該
歌
の
表
現
を
、
伝
統
詠
か
ら
の
逸
脱
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
番
歌
の
表
現
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
明
確
な
位
置
づ
け
を
得
て
お
ら
ず
、
と
く
に
海
人
に
自
己
を
投
影
す
る
詠
法
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
表
現
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
「
毎
月
集
」
が
一
つ
の
作
品
集
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
以
上
、
巻
頭
に
配
置
さ
れ
た
一
首
は
、
全
体
の
性
格
を
決
定
づ
け
る
重
要
な
作
品
と
し
て
見
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
何
故
、
好
忠
は
海
人
に
自
己
を
託
し
た
の
か
。
本
論
文
で
は
、
好
忠
に
至
る
ま
で
の
和
歌
を
中
心
に
海
人
の
表
現
を
辿
り
、
「
毎
月
集
」
二
番
歌
を
和
歌
表
現
史
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
　
　
二
、
海
人
詠
の
表
現
―
不
遇
詠
と
し
て
の
系
譜
―
　
そ
も
そ
も
、
「
海
人
」
と
は
歌
人
た
ち
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、
「
海
人
」
詠
の
和
歌
表
現
を
確
認
し
、
好
忠
歌
に
至
る
表
現
の
系
譜
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
ず
、
好
忠
以
前
の
和
歌
に
お
い
て
、
海
人
が
多
数
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
『
万
葉
集
』
で
あ
る
。
古
田
氏
に
よ
れ
ば
、
『
万
葉
集
』
中
で
は
海
人
は
一
般
的
に
相
聞
歌
で
詠
み
込
ま
れ
、
次
い
で
旅
・
行
幸
な
ど
、
都
か
ら
離
れ
て
い
る
と
い
う
条
件
下
で
詠
歌
対
象
に
選
ば
れ
て
い
る
と
い
う
。
以
上
の
見
解
は
私
見
と
も
相
違
し
な
い
。
で
は
、
歌
人
達
に
と
っ
て
「
海
人
」
と
は
、
自
己
を
投
影
し
得
る
存
在
だ
っ
た
の
か
。
『
万
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
海
人
詠
の
う
ち
、
特
徴
的
な
表
現
で
あ
る
曾
禰
好
忠
「
毎
月
集
」
二
番
歌
の
一
考
察
5
「
海
人
見
に
行
か
む
」
「
海
人
と
か
見
ら
む
」
詠
か
ら
、
万
葉
歌
に
お
け
る
歌
人
と
海
人
の
関
係
を
検
討
し
て
い
く
。
　
　
三
年
丙
寅
秋
九
月
十
五
日
、
幸
二
於
播
磨
国
印
南
野
時
一
、
笠
朝
臣
金
村
作
一
首
并
短
歌
玉
藻
刈
る
海
人
娘
子
ど
も
見
に
行
か
む
船
梶
も
が
も
波
高
く
と
も 
（
万
葉
集
巻
第
六
・
九
三
六
・
笠
朝
臣
金
村
）
　
右
は
行
幸
に
際
し
て
海
人
娘
子
を
見
に
行
こ
う
と
呼
び
か
け
る
一
首
で
あ
る
。
都
の
外
で
海
人
を
詠
じ
る
と
い
う
条
件
を
満
た
し
た
上
で
、
海
人
娘
子
を
鑑
賞
の
対
象
と
し
て
「
見
に
行
か
む
」
と
誘
っ
て
お
り
、
海
人
と
い
う
存
在
が
都
人
と
区
別
す
べ
き
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
様
子
が
窺
え
よ
う
。
　
続
い
て
、
次
の
一
首
を
挙
げ
る
。
荒
た
へ
の
藤
江
の
浦
に
す
ず
き
釣
る
海
人
と
か
見
ら
む
旅
行
く
我
を
　
　
一
本
云
、
し
ろ
た
え
の
藤
江
の
浦
に
い
ざ
り
す
る 
（
万
葉
集
巻
第
三
・
二
五
二
・
柿
本
人
麻
呂
）
右
の
一
首
で
、
作
者
は
旅
の
最
中
に
い
る
自
分
が
「
海
人
と
み
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
案
じ
て
い
る
。
旅
で
薄
汚
れ
た
自
身
の
姿
は
、
海
人
に
見
え
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
い
う
自
嘲
を
含
ん
だ
一
首
で
あ
り
、
作
者
が
抱
く
「
海
人
」
と
の
同
一
視
を
忌
避
す
る
意
識
に
よ
っ
て
詠
出
さ
れ
た
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。
当
該
歌
に
は
、
海
人
に
対
し
て
詠
み
手
自
身
の
姿
を
投
影
す
る
姿
勢
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
他
、
『
万
葉
集
』
中
に
は
右
の
「
海
人
と
か
見
ら
む
」
詠
が
四
首
（
一
一
八
七
・
一
二
〇
四
・
一
二
三
四
・
四
二
〇
二
）
確
認
で
き
、
初
出
は
右
に
挙
げ
た
柿
本
人
麻
呂
の
一
首
で
あ
る
。
他
四
首
は
人
麻
呂
歌
に
影
響
を
受
け
た
作
品
群
と
考
え
ら
れ
）
13
（
、
い
ず
れ
も
歌
人
と
海
人
の
立
場
が
重
ね
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
作
者
自
身
と
旅
先
で
見
か
け
た
「
海
人
」
と
が
、
区
別
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
点
を
、
明
確
に
し
た
詠
法
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
　
『
万
葉
集
』
に
は
、
ほ
か
に
も
海
人
の
仕
事
を
詠
じ
る
作
品
が
確
認
出
来
る
が
、
い
ず
れ
も
旅
中
の
作
品
で
あ
る
。
海
人
の
仕
事
ぶ
り
は
、
都
か
ら
離
れ
た
環
境
下
で
詠
じ
ら
れ
る
素
材
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
改
め
て
確
認
で
き
よ
う
。
万
葉
歌
人
た
ち
に
と
っ
て
、
海
や
川
で
釣
り
6
を
行
う
労
働
民
の
姿
は
、
基
本
的
に
は
共
感
を
寄
せ
る
存
在
で
は
な
い
。
以
上
の
和
歌
か
ら
は
、
詠
歌
の
前
提
と
し
て
存
在
す
る
、
歌
人
と
海
人
を
別
個
の
存
在
と
し
て
区
別
す
る
意
識
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
は
、
時
と
し
て
「
海
人
と
か
見
ら
む
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
同
一
視
を
忌
避
す
る
こ
と
す
ら
あ
る
の
で
あ
る
。
　
そ
う
し
た
中
、
例
外
と
し
て
次
の
麻
続
王
に
関
す
る
作
品
が
あ
る
。
　
　
麻
続
王
流
二
於
伊
勢
国
伊
良
虞
嶋
一
之
時
人
哀
傷
作
歌
う
ち
そ
を
み
の
大
君
海
人
な
れ
や
い
ら
ご
の
し
ま
の
玉
藻
刈
り
ま
す 
（
万
葉
集
巻
第
一
・
二
三
）
　
　
麻
続
王
、
聞
レ
之
感
傷
和
歌
う
つ
せ
み
の
命
を
惜
し
み
波
に
濡
れ
伊
良
虞
の
島
の
玉
藻
刈
り
食
む 
（
万
葉
集
巻
第
一
・
二
四
）
右
の
二
首
は
、
麻
続
王
で
は
な
く
第
三
者
が
制
作
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
14
（
。
二
三
番
歌
の
題
詞
に
依
る
な
ら
ば
、
配
流
と
な
っ
た
麻
続
王
が
海
人
の
仕
事
で
あ
る
玉
藻
刈
り
を
す
る
様
を
、
第
三
者
が
「
哀
傷
」
す
る
と
い
う
構
図
と
な
る
。
都
か
ら
離
れ
た
場
を
舞
台
に
し
て
い
る
点
は
、
海
人
が
登
場
す
る
条
件
に
即
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
、
前
述
の
通
り
『
万
葉
集
』
中
に
お
い
て
、
都
人
が
海
人
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
忌
避
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
都
か
ら
流
さ
れ
た
身
の
上
を
海
人
の
生
業
に
投
影
し
、
麻
続
王
の
苦
悩
を
表
出
さ
せ
る
表
現
と
し
て
用
い
て
い
る
点
は
、
他
作
品
と
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
流
謫
の
身
を
現
地
の
海
人
に
投
影
し
、
都
か
ら
隔
て
ら
れ
た
地
で
悲
嘆
に
暮
れ
る
姿
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
で
は
、
『
万
葉
集
』
以
後
の
作
品
に
お
い
て
、
海
人
は
ど
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
く
の
か
。
「
海
人
」
の
ほ
か
に
、
「
玉
藻
刈
り
」
「
か
づ
く
」
「
か
が
り
火
」
と
い
っ
た
漁
業
関
係
語
も
含
め
て
検
討
す
る
と
、
『
古
今
和
歌
集
』
で
は
二
十
首
で
海
人
や
漁
業
関
係
の
語
が
使
用
さ
れ
、
う
ち
十
二
首
が
恋
歌
で
あ
っ
た
）
15
（
。
続
く
『
後
撰
和
歌
集
』
で
は
、
そ
の
傾
向
が
更
に
顕
著
と
な
り
、
対
象
歌
二
十
首
の
う
ち
十
八
首
が
恋
の
苦
悩
に
関
わ
る
詠
歌
で
あ
る
）
16
（
。
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
も
、
海
人
の
存
在
や
漁
業
を
想
起
さ
せ
る
語
は
、
恋
歌
で
用
い
ら
れ
る
の
曾
禰
好
忠
「
毎
月
集
」
二
番
歌
の
一
考
察
7
が
主
で
あ
っ
た
。
『
古
今
和
歌
集
』
で
も
、
そ
の
約
半
数
が
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
歌
で
あ
り
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
恋
の
苦
悩
を
詠
じ
る
歌
語
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
海
人
が
漁
業
に
用
い
る
道
具
が
波
に
揺
ら
れ
る
様
子
か
ら
、
定
ま
ら
な
い
恋
心
を
連
想
さ
せ
る
）
17
（
と
い
っ
た
詠
法
が
あ
る
。
波
の
不
安
定
な
揺
れ
・
浮
き
沈
み
す
る
舟
な
ど
、
海
人
の
生
業
か
ら
連
想
さ
れ
る
情
景
は
、
行
く
先
の
分
か
ら
な
い
恋
心
と
の
親
和
性
が
非
常
に
高
い
点
か
ら
、
恋
歌
の
表
現
と
し
て
確
立
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
そ
う
し
た
中
で
、
趣
を
異
に
す
る
歌
が
『
古
今
和
歌
集
』
に
見
ら
れ
る
。
　
　
お
き
の
く
に
な
が
さ
れ
て
侍
り
け
る
時
に
よ
め
る
思
ひ
き
や
ひ
な
の
わ
か
れ
に
お
と
ろ
へ
て
あ
ま
の
な
は
た
き
い
さ
り
せ
む
と
は
 
（
古
今
和
歌
集
巻
第
一
八
雑
下
・
九
六
一
・
小
野
篁
）
右
は
、
詞
書
か
ら
小
野
篁
が
隠
岐
国
に
流
さ
れ
た
時
の
作
品
と
分
か
る
。
「
思
っ
た
で
あ
ろ
う
か
（
い
や
、
思
わ
な
か
っ
た
）
。
鄙
（
隠
岐
国
）
に
流
謫
さ
れ
て
い
る
嘆
き
に
衰
え
て
、
海
人
の
用
い
る
縄
を
手
繰
り
あ
げ
て
漁
を
し
よ
う
と
は
」
と
、
配
流
先
で
の
落
ち
ぶ
れ
た
状
況
を
漁
師
の
生
業
を
用
い
て
表
現
し
た
一
首
で
あ
る
。
篁
は
、
四
〇
七
番
歌
）
18
（
で
も
隠
岐
国
で
の
詠
歌
に
「
海
人
」
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
鄙
の
地
で
「
海
人
」
を
詠
じ
る
点
は
、
『
万
葉
集
』
か
ら
見
ら
れ
る
海
人
詠
の
伝
統
に
即
し
て
い
よ
う
。
注
目
す
べ
き
は
、
い
ず
れ
も
配
流
と
い
う
状
況
下
に
あ
っ
て
「
海
人
」
が
詠
じ
ら
れ
、
特
に
九
六
一
番
歌
が
「
あ
ま
の
な
は
た
き
い
さ
り
せ
む
」
と
し
て
、
自
身
の
姿
を
海
人
に
投
影
し
た
点
で
あ
る
。
加
え
て
、
「
思
ひ
き
や
」
の
次
に
配
列
さ
れ
た
在
原
行
平
の
和
歌
）
19
（
で
も
、
須
磨
に
蟄
居
す
る
自
身
の
嘆
き
が
、
漁
師
の
仕
事
を
想
起
さ
せ
る
「
藻
塩
垂
れ
」
を
用
い
て
表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
非
常
に
有
名
な
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
海
人
詠
の
主
た
る
表
現
と
は
位
置
づ
け
難
い
。
海
人
の
姿
・
生
業
に
自
己
を
投
影
す
る
表
現
が
、
た
と
え
ば
麻
続
王
歌
の
よ
う
に
、
配
流
と
い
う
ご
く
限
ら
れ
た
条
件
下
で
の
み
用
い
ら
れ
る
様
子
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
ま
た
、
好
忠
と
交
流
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
恵
慶
に
、
次
の
一
首
が
あ
る
。
8
　
　
　
あ
ま
の
し
ほ
や
に
と
ま
り
て
、
し
ほ
た
る
を
み
て
　
ふ
る
さ
と
を
こ
ふ
る
た
も
と
は
か
わ
か
ぬ
に
ま
た
し
ほ
た
る
あ
ま
も
あ
り
け
り
 
（
恵
慶
集
七
二
／
拾
遺
集
巻
第
一
九
・
雑
恋
一
二
四
六
・
恵
慶
）
「
故
郷
を
恋
し
く
思
っ
て
流
す
涙
で
（
私
の
）
袂
は
乾
か
な
い
上
に
、
更
に
塩
垂
れ
て
濡
れ
て
い
る
海
人
も
い
る
の
だ
な
ぁ
」
と
、
故
郷
を
恋
し
く
思
っ
て
涙
す
る
自
身
の
姿
に
加
え
て
、
海
人
の
姿
に
も
着
目
し
た
一
首
で
あ
る
。
伝
統
的
な
表
現
に
則
る
の
で
あ
れ
ば
、
海
人
と
作
者
が
同
じ
姿
で
あ
っ
た
り
、
同
じ
思
い
を
抱
い
た
り
す
る
構
図
は
詠
じ
ら
れ
な
い
。
で
は
何
故
、
恵
慶
歌
は
立
場
の
異
な
る
詠
歌
主
体
と
海
人
を
、
同
じ
く
涙
に
濡
れ
る
存
在
と
し
て
並
列
さ
せ
た
の
か
。
そ
こ
に
は
、
詠
歌
主
体
が
持
つ
望
郷
の
念
、
つ
ま
り
故
郷
に
い
な
い
と
い
う
嘆
き
を
強
調
す
る
意
図
が
根
底
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
涙
に
濡
れ
る
自
分
と
、
同
じ
よ
う
に
濡
れ
て
い
る
海
人
を
一
首
の
う
ち
に
詠
じ
る
こ
と
で
、
海
人
ま
で
も
望
郷
の
涙
を
流
し
て
い
る
よ
う
だ
と
共
感
し
、
自
己
の
嘆
き
を
よ
り
強
く
表
出
す
る
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
恵
慶
歌
は
、
小
野
篁
歌
な
ど
と
異
な
り
自
己
の
姿
を
海
人
に
託
し
て
は
い
な
い
。
両
者
を
区
別
す
る
意
識
も
見
ら
れ
る
な
か
、
同
列
に
位
置
付
け
て
嘆
き
を
詠
出
し
た
点
が
、
新
た
な
試
み
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
当
該
歌
は
『
拾
遺
和
歌
集
』
で
雑
恋
に
入
集
す
る
。
「
海
人
」
と
い
う
題
材
が
、
基
本
的
に
は
恋
歌
の
素
材
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
こ
ま
で
、
「
海
人
」
を
め
ぐ
る
和
歌
表
現
に
つ
い
て
、
曾
禰
好
忠
に
至
る
ま
で
の
作
品
を
検
討
し
て
き
た
。
『
万
葉
集
』
中
に
お
い
て
、
「
海
人
」
は
基
本
的
に
は
鄙
の
景
物
の
一
つ
で
あ
り
、
詠
み
手
が
共
感
を
寄
せ
る
対
象
で
は
無
い
。
時
に
は
、
同
一
視
を
忌
避
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
海
人
を
は
じ
め
と
す
る
漁
業
関
係
語
は
、
恋
歌
で
の
使
用
に
定
型
化
し
継
承
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
海
人
と
い
う
歌
語
に
は
、
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
麻
続
王
歌
、
『
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
小
野
篁
歌
を
は
じ
め
、
都
か
ら
離
れ
た
土
地
で
の
嘆
き
を
表
出
さ
せ
る
表
現
の
系
譜
が
存
在
す
る
。
配
流
な
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
都
を
離
れ
た
場
合
、
海
人
は
詠
み
手
の
嘆
き
を
投
影
し
得
る
存
在
と
し
て
意
識
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
詠
歌
姿
勢
は
「
海
人
」
に
限
定
さ
れ
、
農
民
を
は
じ
め
と
し
た
他
の
曾
禰
好
忠
「
毎
月
集
」
二
番
歌
の
一
考
察
9
労
働
民
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
恵
慶
が
、
労
働
民
を
詠
み
込
ん
で
望
郷
の
思
い
と
嘆
き
を
詠
じ
る
た
め
に
は
、
「
塩
垂
る
海
人
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
都
か
ら
隔
て
ら
れ
た
地
で
の
嘆
き
や
落
ち
ぶ
れ
た
自
身
の
姿
を
、
海
人
を
用
い
て
表
現
す
る
系
譜
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
好
忠
の
和
歌
作
品
に
は
漢
詩
文
の
影
響
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
点
が
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
漢
詩
文
に
お
い
て
、
漁
業
民
は
ど
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
海
人
の
労
働
を
詠
じ
た
り
自
己
の
姿
を
投
影
し
た
り
す
る
作
品
は
、
漢
詩
文
に
お
い
て
も
主
流
な
表
現
と
は
言
い
難
い
。
そ
も
そ
も
、
労
働
民
の
苦
悩
に
着
目
す
る
姿
勢
そ
の
も
の
が
稀
だ
と
言
え
よ
う
。
中
国
漢
詩
文
で
は
、
杜
甫
「
歳
晏
行
」
や
白
居
易
「
新
楽
府
」
（
〇
一
五
四
「
杜
陵
叟
」
、
〇
一
五
五
「
繚
綾
」
、
〇
一
五
六
「
売
炭
翁
」
、
〇
一
六
二
「
塩
商
婦
」
）
な
ど
、
ご
く
限
ら
れ
た
作
品
の
み
で
確
認
で
き
る
。
日
本
漢
詩
文
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
と
な
り
、
釣
り
と
い
う
題
材
を
検
討
し
て
も
、
太
公
望
の
故
事
を
典
拠
に
出
世
意
識
を
含
む
作
品
や
、
漁
夫
や
釣
翁
か
ら
仙
人
を
想
起
さ
せ
る
作
品
に
留
ま
る
。
漁
夫
・
釣
翁
ら
は
、
非
常
に
観
念
的
に
詠
じ
ら
れ
、
漢
詩
人
た
ち
の
生
活
と
は
接
点
の
な
い
存
在
と
し
て
描
く
伝
統
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
そ
の
例
外
と
言
え
る
表
現
が
、
菅
原
道
真
『
菅
家
文
草
』
に
存
在
す
る
。
『
菅
家
文
草
』
中
に
登
場
す
る
、
釣
翁
を
は
じ
め
と
し
た
漁
業
民
詠
を
検
討
す
る
と
、
都
で
の
作
品
を
収
載
し
た
巻
二
ま
で
は
、
悠
々
自
適
に
暮
ら
す
観
念
的
な
「
釣
翁
」
像
が
作
品
の
根
底
に
認
め
ら
れ
、
実
際
に
漁
業
民
を
見
た
と
す
る
作
品
は
見
当
た
ら
な
い
。
一
方
で
、
讃
岐
時
代
の
作
品
を
収
め
た
巻
三
・
巻
四
で
は
、
こ
れ
ま
で
詠
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
実
在
の
漁
業
民
が
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。
都
で
は
漁
業
民
の
様
子
を
目
に
し
な
い
の
に
対
し
て
、
讃
岐
で
は
現
地
の
民
を
目
に
す
る
と
い
う
、
環
境
の
変
化
が
要
因
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
国
守
と
し
て
讃
岐
を
治
め
る
立
場
か
ら
、
民
の
様
子
を
見
つ
め
よ
う
と
し
た
道
真
の
立
場
も
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
　
さ
ら
に
、
讃
岐
時
代
の
作
品
の
う
ち
、
釣
り
人
に
道
真
自
身
の
姿
を
投
影
す
る
よ
う
な
表
現
が
登
場
す
る
。
10
　
　
舟
行
五
事　
二
（
菅
家
文
草
・
巻
第
三
・
二
三
六
）
白
頭
已
釣
翁
、
涕
涙
満
舟
中　
　
白
頭　
釣
翁
を
已
む
、
涕
涙　
舟
中
に
満
つ
昨
夜
随
身
在
、
今
朝
見
手
空　
　
昨
夜　
身
に
随
ひ
て
在
り
し
を
、
今
朝　
手
空
し
き
を
見
る
（
中
略
）
假
令
儒
作
吏
、
天
下
笑
雷
同　
　
假
令　
儒
の
吏
と
な
ら
ば
、
天
下
雷
同
せ
る
こ
と
を
笑
は
む
漸
憶
釣
翁
泣
、
悲
其
業
不
終　
　
漸
く
憶
ふ
釣
翁
の
泣
く
は
、
其
の
業
の
終
へ
ざ
る
こ
と
を
悲
し
む
と
右
は
、
嘆
く
「
釣
翁
」
を
見
て
、
讃
岐
で
国
司
と
し
て
働
き
儒
者
と
し
て
の
家
業
か
ら
離
れ
て
い
る
自
身
を
重
ね
合
わ
せ
た
作
品
で
あ
る
。
作
中
に
登
場
す
る
「
釣
翁
」
は
実
在
の
民
で
あ
り
、
労
働
民
の
苦
悩
か
ら
自
己
の
不
遇
意
識
を
導
く
構
図
と
な
る
。
鄙
の
地
で
の
嘆
き
を
、
釣
り
人
を
通
じ
て
詠
じ
よ
う
と
し
て
お
り
、
漢
詩
文
の
表
現
史
に
お
い
て
労
働
民
へ
の
自
己
投
影
が
行
わ
れ
た
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
讃
岐
で
釣
翁
の
姿
に
自
身
を
重
ね
た
道
真
だ
が
、
帰
京
後
の
作
品
を
収
め
る
巻
五
以
後
、
実
在
の
「
釣
り
人
」
「
釣
翁
」
の
様
子
は
描
か
れ
な
く
な
る
。
讃
岐
時
代
に
見
ら
れ
た
釣
翁
像
は
、
引
き
継
が
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
あ
く
ま
で
も
、
道
真
が
持
つ
基
本
的
な
「
釣
翁
」
像
は
、
伝
統
を
踏
襲
し
た
仙
人
世
界
を
想
起
さ
せ
る
存
在
で
あ
る
。
労
働
に
苦
し
む
民
の
姿
を
詠
じ
、
そ
こ
に
自
身
の
不
遇
を
投
影
す
る
姿
勢
は
、
都
か
ら
離
れ
た
場
で
の
み
行
わ
れ
る
手
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
）
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（
。
　
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
好
忠
以
前
の
和
歌
と
、
菅
原
道
真
の
「
舟
行
五
事
」
と
の
間
に
表
現
の
影
響
関
係
は
想
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
両
者
と
も
に
以
下
の
よ
う
な
条
件
下
に
あ
っ
て
、
海
人
（
釣
翁
）
へ
の
自
己
投
影
が
行
わ
れ
て
い
る
点
に
着
目
し
た
い
。
　
一
、
都
か
ら
離
れ
た
環
境
で
、
実
在
の
釣
人
或
い
は
海
人
の
様
子
を
詠
む
。
　
二
、
地
方
行
き
が
、
配
流
・
左
遷
な
ど
に
よ
る
場
合
、
海
人
の
姿
に
自
身
の
嘆
き
や
苦
悩
を
投
影
す
る
場
合
が
あ
る
。
曾
禰
好
忠
「
毎
月
集
」
二
番
歌
の
一
考
察
11
特
に
和
歌
に
お
い
て
は
、
恋
歌
の
題
材
だ
っ
た
海
人
や
漁
業
関
係
語
を
、
自
己
の
不
遇
意
識
を
表
出
す
る
素
材
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
元
々
、
海
人
な
ど
の
歌
語
は
、
思
い
通
り
に
い
か
な
い
恋
の
苦
悩
を
詠
じ
る
た
め
の
手
法
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
漁
業
に
ま
つ
わ
る
歌
語
は
自
ず
と
「
苦
」
を
想
起
さ
せ
、
歌
人
が
抱
く
嘆
き
を
強
く
印
象
付
け
る
効
果
を
も
た
ら
す
と
言
え
よ
う
。
鄙
の
地
で
自
身
を
海
人
に
喩
え
る
と
い
う
詠
法
は
、
都
人
だ
と
い
う
自
負
を
持
ち
な
が
ら
実
際
と
の
落
差
を
詠
じ
、
よ
り
「
苦
」
の
感
情
を
強
調
し
た
表
現
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
好
忠
は
「
毎
月
集
」
巻
頭
に
お
い
て
、
自
身
の
詠
作
を
「
あ
ま
の
し
わ
ざ
」
と
表
現
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
海
人
を
用
い
て
不
遇
な
状
況
を
詠
じ
る
表
現
の
系
譜
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
　
　
三
、
二
番
歌
に
お
け
る
「
あ
ま
の
し
わ
ざ
」
　
前
章
で
は
、
好
忠
に
至
る
ま
で
の
和
歌
を
中
心
に
海
人
表
現
を
確
認
し
、
都
か
ら
隔
て
ら
れ
た
地
で
の
嘆
き
を
、
海
人
の
姿
・
生
業
に
投
影
す
る
表
現
の
系
譜
を
明
ら
か
に
し
た
。
で
は
、
「
毎
月
集
」
二
番
歌
も
同
系
譜
の
表
現
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。
本
章
で
は
、
二
番
歌
を
再
掲
し
検
討
を
行
う
。
よ
さ
の
う
み
に
お
い
の
浪
か
ず
か
ぞ
へ
く
る
あ
ま
の
し
わ
ざ
と
人
も
見
よ
と
ぞ 
（
毎
月
集
・
春
・
二
）
21
（
二
番
歌
に
用
い
ら
れ
る
語
は
、
い
ず
れ
も
好
忠
以
前
の
先
例
が
少
な
く
、
海
人
に
自
己
を
投
影
す
る
姿
勢
も
含
め
て
異
色
の
和
歌
で
あ
っ
た
点
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
ま
ず
、「
与
謝
の
海
」
は
『
曾
禰
好
忠
集
』
全
体
で
の
使
用
例
が
四
首
）
22
（
確
認
で
き
る
。
い
ず
れ
も
「
う
き
よ
」
「
身
は
う
し
（
ま
ど
）
」
「
か
な
し
き
」
な
ど
、
我
が
身
を
嘆
く
語
と
合
わ
せ
て
詠
じ
ら
れ
、
丹
後
の
地
で
の
任
官
を
不
服
に
思
う
様
子
が
窺
え
よ
う
。
続
く
「
お
い
の
浪
か
ず
」
は
、
老
い
が
身
に
迫
る
様
を
押
し
寄
せ
る
浪
に
例
え
た
表
現
で
あ
り
、
先
行
歌
と
し
て
　
　
亭
子
院
に
か
つ
ら
の
き
を
ほ
り
て
た
て
ま
つ
る
と
き
に
み
が
く
れ
て
ふ
け
ひ
の
う
ら
に
あ
り
し
い
し
は
お
い
の
な
み
に
ぞ
あ
ら
は
れ
に
け
る 
（
躬
恒
集
・
二
八
八
）
12
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
前
述
の
通
り
「
老
い
」
と
「
海
人
」
は
、
組
み
合
わ
せ
て
詠
じ
ら
れ
る
歌
材
で
は
な
い
。
対
す
る
当
該
歌
で
は
、
「
波
」
に
は
「
し
わ
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
る
か
）
23
（
」
と
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
首
を
通
じ
て
重
層
的
に
「
老
い
」
を
詠
じ
て
い
る
点
が
明
ら
か
で
あ
る
。
「
毎
月
集
」
は
、
先
に
制
作
さ
れ
た
「
好
忠
百
首
」
と
比
較
し
て
老
い
を
嘆
く
詠
歌
が
多
く
見
ら
れ
）
24
（
、
「
毎
月
集
」
を
通
じ
て
意
識
す
る
老
苦
が
、
二
番
歌
で
既
に
提
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
「
老
い
た
海
人
」
を
登
場
さ
せ
、
且
つ
「
お
い
の
浪
か
ず
」
「
あ
ま
の
し
わ
ざ
」
と
詞
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
好
忠
が
意
識
す
る
丹
後
で
の
老
苦
を
、
一
層
際
立
た
せ
た
表
現
と
言
え
る
。
加
え
て
、
海
人
へ
の
自
己
投
影
歌
が
「
玉
藻
刈
り
」
「
あ
ま
の
な
は
た
き
い
さ
り
せ
む
」
と
海
人
の
生
業
を
具
体
的
に
挙
げ
る
の
に
対
し
、
二
番
歌
は
「
お
い
の
浪
か
ず
か
ぞ
へ
く
る
」
と
し
て
「
老
い
」
を
「
数
え
る
」
様
子
に
焦
点
を
当
て
い
る
。
浪
数
を
数
え
る
行
為
は
、
何
ら
か
の
成
果
を
上
げ
る
も
の
で
は
な
く
、
無
為
に
日
数
を
過
ご
す
こ
と
同
義
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
数
」
へ
の
拘
り
は
、
「
毎
月
集
」
が
凡
そ
三
百
六
十
首
と
い
う
前
代
未
聞
の
大
作
で
あ
る
点
に
も
通
じ
る
。
老
い
が
迫
り
来
る
な
か
、
無
為
に
過
ご
し
続
け
た
日・
数・
を
和
歌
に
詠
み
、
ま
と
め
上
げ
た
成
果
が
「
毎
月
集
」
に
収
め
ら
れ
た
作
品
の
数・
・々
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
「
あ
ま
の
し
わ
ざ
」
は
好
忠
以
前
に
『
古
今
和
歌
六
帖
』
で
使
用
さ
れ
た
の
み
で
、
以
後
の
和
歌
で
は
藻
塩
焼
き
や
釣
り
を
す
る
様
子
を
指
し
不
安
定
な
恋
や
涙
に
濡
れ
る
袖
を
導
く
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
く
。
　
最
後
に
、
「
人
も
見
よ
と
ぞ
」
も
歌
中
で
は
好
忠
が
初
出
と
な
る
が
、
家
集
な
ど
の
序
文
に
類
似
の
表
現
が
確
認
で
き
る
。
以
後
は
和
歌
で
も
用
い
ら
れ
、
基
本
的
に
は
そ
の
場
に
い
な
い
相
手
に
対
し
て
、
自
分
の
目
の
前
に
あ
る
花
や
松
な
ど
を
見
て
ほ
し
い
も
の
だ
、
と
い
う
意
思
を
詠
じ
る
。
二
番
歌
の
い
う
「
人
」
と
は
、
「
後
世
に
自
詠
を
見
る
人
」
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
冬
部
冒
頭
の
一
首
で
も
み
ゝ
に
き
ゝ
め
に
み
る
こ
と
を
う
つ
し
を
き
て
ゆ
く
す
ゑ
の
世
の
人
に
か
た
ら
ん 
（
毎
月
集
・
冬
・
二
七
八
）
と
詠
じ
て
お
り
、
後
世
に
詠
歌
を
遺
し
た
い
と
い
う
意
思
が
詠
出
さ
れ
て
い
る
）
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（
。
　
ま
た
、
河
原
院
文
化
圏
の
中
心
人
物
で
あ
る
安
法
法
師
の
私
家
集
『
安
法
法
師
集
』
序
文
は
「
の
ち
の
世
に
見
む
人
は
、
す
け
る
や
う
曾
禰
好
忠
「
毎
月
集
」
二
番
歌
の
一
考
察
13
に
お
も
ふ
べ
け
れ
ど
」
と
始
ま
り
、
第
三
者
が
後
世
に
自
集
を
目
に
す
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
詠
作
や
名
前
を
残
し
た
い
と
い
う
意
志
は
、
自
撰
歌
集
以
外
の
和
歌
序
で
も
度
々
明
記
さ
れ
て
き
た
。
歌
集
な
ど
を
編
纂
す
る
に
当
た
り
、
作
者
た
ち
が
抱
く
基
本
的
な
態
度
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
歌
集
の
序
の
初
出
で
あ
る
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
で
は
、
『
古
今
和
歌
集
』
編
纂
の
命
が
下
る
旨
を
記
す
一
文
に
（
略
）
い
に
し
へ
の
こ
と
を
も
わ
す
れ
じ
ふ
り
に
し
こ
と
を
も
お
こ
し
た
ま
ふ
と
て
、
い
ま
も
み
そ
な
は
し
の
ち
の
世
に
も
つ
た
は
れ
と
て
（
後
略
） 
（
古
今
和
歌
集
・
仮
名
序
）
と
あ
る
。
ほ
か
に
、
『
順
集
』
所
収
の
「
斎
宮
野
宮
庚
申
歌
合
」
序
文
で
も
、
（
略
）
か
け
ま
く
も
か
し
こ
き
お
ほ
ん
か
み
は
、
あ
は
れ
と
も
め
ぐ
み
さ
き
は
へ
た
ま
ひ
て
ん
と
て
、
い
に
し
へ
を
見
る
が
ご
と
く
、
こ
よ
ひ
の
事
を
後
の
人
も
見
よ
と
て
、
か
き
し
る
し
て
た
て
ま
つ
る
は
、
お
ほ
せ
ご
と
に
し
た
が
ふ
な
り
 
（
順
集
・
斎
宮
野
宮
庚
申
歌
合
・
一
六
三
序
）
と
あ
り
、
類
似
の
記
述
が
確
認
で
き
る
。
「
か
き
し
る
し
て
た
て
ま
つ
る
は
、
お
ほ
せ
ご
と
に
し
た
が
ふ
な
り
」
と
締
め
く
ら
れ
る
通
り
、
下
命
を
受
け
て
記
さ
れ
た
序
文
で
あ
り
、
「
仮
名
序
」
を
意
識
し
た
一
文
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
『
古
今
集
』
「
斎
宮
野
宮
庚
申
歌
合
」
『
安
法
法
師
集
』
の
い
ず
れ
も
が
、
作
品
が
後
世
に
ま
で
伝
わ
り
人
々
に
参
照
さ
れ
る
こ
と
を
、
序
文
で
願
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
　
以
上
を
踏
ま
え
て
、
二
番
歌
の
検
討
に
戻
る
。
「
人
」
が
「
後
世
に
作
品
を
見
る
人
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
該
歌
は
「
毎
月
集
」
の
序
に
類
す
る
一
首
と
考
え
て
問
題
な
い
。
一
番
歌
の
反
歌
・
春
部
の
冒
頭
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
丹
後
で
の
老
苦
、
大
作
を
詠
じ
た
「
数
」
へ
の
意
識
、
労
働
民
へ
の
着
目
と
い
う
、
「
毎
月
集
」
の
特
徴
を
集
約
し
た
巻
頭
歌
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
二
番
歌
を
巻
頭
歌
と
位
置
づ
け
た
こ
と
に
よ
り
、
「
毎
月
集
」
は
「
与
謝
の
海
」
を
意
識
し
た
作
品
集
と
し
て
設
定
付
け
ら
れ
る
。
丹
後
は
好
忠
の
任
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
好
忠
百
首
」
を
制
作
し
た
土
地
で
も
あ
っ
た
。
「
好
忠
百
首
」
の
表
現
か
ら
、
中
央
か
ら
顧
み
ら
れ
ず
に
不
遇
意
識
を
14
抱
え
て
過
ご
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
）
26
（
。
さ
ら
に
、
次
の
一
首
で
も
海
人
へ
の
自
己
投
影
が
行
わ
れ
て
お
り
、
同
時
に
丹
後
の
地
名
も
詠
じ
ら
れ
て
い
る
点
に
着
目
し
た
い
。
　
　
円
融
院
の
御
ま
へ
の
ひ
、
め
し
な
く
て
ま
い
り
た
り
と
て
さ
い
な
ま
れ
て
又
の
ひ
た
て
ま
つ
り
け
る
よ
さ
の
う
み
の
う
ち
と
の
は
ら
に
う
ら
さ
び
て
う
き
よ
を
わ
た
る
あ
ま
の
は
し
だ
て 
（
つ
ら
ね
歌
・
四
七
五
）
「
毎
月
集
」
か
ら
約
十
年
後
の
作
品
で
、
円
融
院
御
子
の
日
の
遊
宴
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
好
忠
が
、
後
日
詠
進
し
た
一
首
で
あ
る
）
27
（
。
当
該
歌
で
は
、
辛
い
世
の
中
を
渡
る
「
あ
ま
」
が
丹
後
の
名
所
「
天
橋
立
」
に
掛
け
ら
れ
、
遊
宴
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
好
忠
自
身
を
投
影
し
て
い
る
。
好
忠
に
と
っ
て
、
海
人
が
自
己
を
投
影
し
得
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
一
首
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、
「
丹
後
の
海
人
」
と
い
う
存
在
が
、
好
忠
が
抱
い
た
不
遇
意
識
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
好
忠
が
自
身
の
苦
悩
を
表
出
す
る
た
め
に
は
、
与
謝
や
天
橋
立
な
ど
の
海
人
に
限
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
前
述
の
通
り
、
海
人
と
い
う
歌
材
は
恋
歌
の
素
材
・
鄙
の
地
の
景
物
と
し
て
詠
じ
ら
れ
、
歌
人
と
の
同
一
視
を
避
け
る
こ
と
さ
え
あ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
麻
続
王
・
小
野
篁
ら
の
詠
歌
に
、
海
人
へ
の
自
己
投
影
表
現
が
存
在
す
る
も
の
、
い
ず
れ
も
配
流
・
左
遷
と
い
う
状
況
下
に
お
い
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
現
時
点
に
お
い
て
、
好
忠
の
丹
後
掾
着
任
を
左
遷
等
と
断
言
す
る
根
拠
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
丹
後
で
過
ご
し
て
い
た
日
々
は
、
彼
の
職
務
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
二
番
歌
・
つ
ら
ね
歌
の
両
首
は
、
自
身
の
状
況
を
配
流
の
表
現
を
用
い
て
表
出
し
た
作
品
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
鄙
の
地
で
卑
官
の
ま
老
い
て
い
っ
た
自
身
の
姿
を
、
流
謫
の
身
と
同
等
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
配
流
等
の
状
況
下
に
な
い
歌
人
が
、
自
身
の
姿
を
海
人
と
表
し
た
例
は
な
く
、
二
番
歌
に
お
い
て
初
め
て
行
わ
れ
た
表
現
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
　
丹
後
で
抱
い
た
不
遇
意
識
は
、
既
に
「
好
忠
百
首
」
に
よ
っ
て
世
に
発
表
さ
れ
て
お
り
、
「
毎
月
集
」
の
読
者
が
自
身
の
境
遇
を
念
頭
に
置
く
こ
と
は
、
容
易
に
想
定
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
こ
と
さ
ら
に
自
身
を
「
丹
後
の
海
人
」
に
投
影
し
た
点
に
、
好
忠
曾
禰
好
忠
「
毎
月
集
」
二
番
歌
の
一
考
察
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が
二
番
歌
で
試
み
た
詠
歌
趣
向
が
窺
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
自
詠
の
謙
遜
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
丹
後
掾
・
曾
禰
好
忠
の
不
遇
意
識
」
を
諧
謔
的
な
ま
で
に
誇
張
す
る
べ
く
、
好
忠
の
姿
は
丹
後
の
老
い
た
海
人
に
託
さ
れ
た
。
「
毎
月
集
」
を
「
あ
ま
の
し
わ
ざ
」
と
表
し
た
背
景
に
、
不
遇
表
現
と
し
て
の
海
人
詠
を
想
定
す
る
こ
と
で
、
二
番
歌
の
趣
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
四
、
お
わ
り
に
　
本
論
は
「
毎
月
集
」
二
番
歌
を
中
心
に
、
漁
業
民
に
自
己
を
投
影
す
る
表
現
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
二
番
歌
で
は
、
「
あ
ま
の
し
わ
ざ
」
に
好
忠
の
詠
作
活
動
が
投
影
さ
れ
、
都
か
ら
隔
て
ら
れ
た
地
で
の
嘆
き
と
不
遇
意
識
を
、
海
人
の
生
業
を
用
い
て
表
現
し
て
い
る
。
好
忠
以
前
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
、
不
遇
表
現
と
し
て
の
海
人
詠
を
継
承
し
た
作
品
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
同
系
譜
上
の
作
品
が
配
流
・
左
遷
に
よ
る
嘆
き
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
好
忠
の
丹
後
掾
着
任
は
上
記
の
要
因
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
好
忠
は
同
系
譜
を
用
い
る
こ
と
で
、
丹
後
で
老
い
た
我
が
身
が
流
謫
の
身
と
同
等
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
不
遇
意
識
を
よ
り
誇
張
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、
先
行
歌
の
系
譜
を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
好
忠
が
「
毎
月
集
」
二
番
歌
で
試
み
た
詠
歌
態
度
を
提
示
し
得
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
注和
歌
本
文
及
び
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
、
『
菅
家
文
草
』
本
文
及
び
番
号
は
『
菅
家
文
草
菅
家
後
集
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
七
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
一
〇
月
）
に
依
る
。
『
万
葉
集
』
は
旧
国
歌
大
観
番
号
を
使
用
し
た
。
な
お
、
傍
線
は
私
に
付
し
た
。
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（
1
） 「
承
元
二
年
八
月
十
六
日
三
条
左
大
臣
殿
前
栽
歌
合
」 
に
「
た
ご
の
ぞ
う
そ
ね
の
よ
し
た
だ
を
め
し
て
」
、
「
長
保
五
年
五
月
十
五
日
左
大
臣
道
長
歌
合
」
に
「
丹
後
掾
善
忠
」
と
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
る
。
（
2
） 
藤
岡
作
太
郎
『
国
文
学
全
史　
平
安
朝
篇
２
』
（
東
洋
文
庫
二
四
七
、
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
一
月
）
（
3
） 
藤
岡
忠
美
「
曾
禰
好
忠
の
訴
嘆
調
の
形
成
―
古
今
集
時
代
専
門
歌
人
か
ら
の
系
譜
―
」
（
『
平
安
和
歌
史
論
―
三
代
集
時
代
の
基
調
―
』
桜
楓
社
、
一
九
六
六
年
二
月)
（
4
） 
山
口
博
「
沈
淪
の
歌
人
と
家
集
」
（
『
王
朝
歌
壇
の
研
究　
村
上
・
冷
泉
・
円
融
朝
篇
』
桜
楓
社
、
一
九
六
七
年
一
一
月
）
（
5
） 
萩
谷
朴
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
（
増
補
新
訂
、
第
二
巻
、
同
朋
社
、
一
九
九
五
年
五
月
）
（
6
） 
福
田
智
子
「
曾
禰
好
忠
―
そ
の
人
生
と
歌
―
」
（
『
好
忠
百
首
全
釈
』
歌
合
・
定
数
歌
全
釈
叢
書
二
十
、
風
間
書
房
、
二
〇
一
八
年
三
月
）
二
四
八
頁
（
7
） 
好
忠
の
勅
撰
和
歌
集
（
八
代
集
）
入
集
数
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
入
集
歌
数
が
多
い
作
品
集
に
傍
線
を
付
し
た
。
左
記
に
よ
り
、
好
忠
の
詠
歌
が
主
に
「
毎
月
集
」
か
ら
入
集
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
 
拾
遺
集
：
「
好
忠
百
首
」
０
首
／
「
毎
月
集
」
九
首
／
「
謎
合
」
一
首
 
後
拾
遺
集
：
「
好
忠
百
首
」
一
首
／
「
毎
月
集
」
八
首
 
初
度
本
金
葉
集
：
「
好
忠
百
首
」
０
首
／
「
毎
月
集
」
六
首
 
三
奏
本
金
葉
集
：
「
好
忠
百
首
」
０
首
／
「
毎
月
集
」
五
首
／
「
堀
川
院
行
幸
歌
」
一
首
 
詞
花
集
：
「
好
忠
百
首
」
四
首
／
「
毎
月
集
」
一
二
首
／
「
堀
川
院
行
幸
歌
」
一
首
 
千
載
集
：
ナ
シ
 
新
古
今
集
：
「
好
忠
百
首
」
五
首
／
「
毎
月
集
」
一
二
首
（
8
） 
熊
本
守
雄
「
曾
祢
好
忠
の
周
辺
―
小
野
宮
家
と
の
交
渉
の
意
味
す
る
も
の
―
」
（
『
国
文
学
攷
』
第
四
六
号
、
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
、
一
九
六
八
年
四
月
）
（
9
） 
松
本
真
奈
美
「
曾
禰
好
忠
「
毎
月
集
」
に
つ
い
て
―
屏
風
歌
受
容
を
中
心
に
―
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
六
八
巻
九
号
、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
曾
禰
好
忠
「
毎
月
集
」
二
番
歌
の
一
考
察
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一
九
九
一
年
八
月
）
（
10
） 
金
子
英
世
「
曽
禰
好
忠
『
毎
月
集
』
の
特
質
に
つ
い
て
（
一
）
―
漁
業
関
係
の
歌
を
中
心
に
―
」
（
『
三
田
國
文
』
№
二
八
、
慶
應
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
室
、
一
九
九
八
年
九
月
）
（
11
） 
注
（
10
）
金
子
論
文
、
三
頁
参
照
（
12
） 
古
田
正
幸
「
曾
禰
好
忠
「
毎
月
集
」
序
が
伝
え
る
も
の
」
（
『
日
本
文
学
』
第
六
四
巻
五
号
、
日
本
文
学
協
会
、
二
〇
一
五
年
五
月
）
（
13
） 
三
田
誠
司
「
海
人
と
か
見
ら
む
旅
行
く
我
れ
を
―
人
麻
呂
羈
旅
歌
の
表
現
―
」
（
『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
四
八
号
、
筑
波
大
学
国
語
国
文
学
会
二
〇
九
年
二
月
、
『
萬
葉
集
の
羈
旅
と
文
芸
』
塙
書
房
、
二
〇
一
二
年
八
月
、
再
録
）
（
14
） 
澤
瀉
久
孝
『
萬
葉
集
注
釋
』
（
第
一
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
五
七
年
一
一
月
） 
当
該
歌
注
を
参
照
。
な
お
、
『
萬
葉
集
一
』
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
六
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
四
月
）
当
該
歌
頭
注
は
、
『
日
本
書
紀
』
と
『
万
葉
集
』
左
注
で
暦
が
一
致
し
な
い
点
を
指
摘
す
る
。
（
15
） 『
古
今
和
歌
集
』
三
〇
一
・
四
〇
七
・
五
〇
九
・
五
一
〇
・
五
二
九
・
五
三
〇
・
六
二
三
・
六
八
三
・
七
〇
八
・
七
二
七
・
七
五
五
・
七
五
八
・
八
〇
七
・
八
一
六
・
九
一
六
・
九
一
七
・
九
三
四
・
九
六
一
・
九
六
二
・
九
七
三
番
歌
。
傍
線
を
付
し
た
和
歌
は
恋
歌
。
（
16
） 『
後
撰
和
歌
集
』
五
五
三
・
五
六
一
・
五
七
九
・
六
五
五
・
六
八
一
・
七
二
四
・
七
四
四
・
七
五
八
・
七
七
二
・
七
七
三
・
七
九
八
・
八
九
一
・
九
〇
八
・
九
一
六
・
九
四
一
・
一
〇
九
〇
・
一
〇
九
九
・
一
一
九
三
・
一
二
四
四
・
一
二
九
〇
番
歌
。
傍
線
を
付
し
た
和
歌
は
恋
歌
。
破
線
部
は
、
雑
部
に
入
集
す
る
が
、
恋
の
苦
悩
や
述
懐
を
詠
じ
る
作
品
を
示
す
。
た
と
え
ば
、
小
野
小
町
の
一
首
「
あ
ま
の
す
む
浦
こ
ぐ
舟
の
か
ぢ
を
な
み
世
を
海
わ
た
る
我
ぞ
悲
し
き
（
後
撰
和
歌
集
巻
第
一
五
雑
一
・
一
〇
九
〇
・
小
野
小
町
・
さ
だ
め
た
る
を
と
こ
も
な
く
て
、
物
思
ひ
侍
り
け
る
こ
ろ
）
」
は
、
心
に
決
め
た
男
も
居
ら
ず
に
い
る
不
安
定
な
悲
し
み
を
、
海
人
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
で
強
調
し
て
お
り
、
恋
情
に
関
わ
る
詠
歌
と
判
断
し
た
。
（
17
） 
い
せ
の
う
み
の
あ
ま
の
つ
り
な
は
打
ち
は
へ
て
く
る
し
と
の
み
や
思
ひ
渡
ら
む
（
古
今
和
歌
集
巻
第
一
一
恋
一
・
五
一
〇
・
よ
み
人
知
ら
ず
）
（
18
） 
わ
た
の
は
ら
や
そ
し
ま
か
け
て
こ
ぎ
い
で
ぬ
と
人
に
は
つ
げ
よ
あ
ま
の
つ
り
舟
（
古
今
和
歌
集
巻
第
九
羇
旅
歌
・
四
〇
七
・
小
野
篁
・
お
き
の
く
に
に
な
が
さ
れ
け
る
時
に
舟
に
の
り
て
い
で
た
つ
と
て
、
京
な
る
人
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る
）
（
19
） 
わ
く
ら
ば
に
と
ふ
人
あ
ら
ば
す
ま
の
浦
に
藻
塩
垂
れ
つ
わ
ぶ
と
こ
た
へ
よ
（
古
今
和
歌
集
巻
第
一
八
雑
下
・
九
六
二
・
田
む
ら
の
御
時
に
事
に
あ
18
た
り
て
つ
の
く
に
の
す
ま
と
い
ふ
所
に
こ
も
り
侍
り
け
る
に
、
宮
の
う
ち
に
侍
り
け
る
人
に
つ
か
は
し
け
る
）
（
20
） 
滝
川
幸
司
「
第
三
章　
讃
岐
守
時
代
―
国
司
の
政
務
と
詩
人
意
識
―
」
（
『
菅
原
道
真　
学
者
政
治
家
の
栄
光
と
没
落
』
中
公
新
書
、
二
〇
一
九
年
九
月
）
は
、
讃
岐
の
人
民
を
詠
む
作
品
が
都
で
は
見
当
た
ら
な
く
な
る
点
を
指
摘
す
る
。
（
九
七
・
一
三
八
頁
参
照
）
（
21
） 
異
本
本
系
統
の
伝
冷
泉
為
相
筆
本
（
書
陵
部
蔵
）
は
、
「
与
謝
の
浦
に
老
い
の
波
か
ず
／
＼
へ
つ
る
あ
ま
の
し
わ
と
人
も
見
よ
と
ぞ
」
（
傍
線
部
は
異
同
）
歌
意
は
「
丹
後
の
与
謝
の
浦
に
居
て
老
い
の
浪
数
を
数
え
て
し
ま
っ
た
海
人
の
仕
事
だ
と
人
も
み
な
さ
い
（
と
し
て
こ
の
毎
月
集
を
作
っ
た
の
だ
）
」
と
な
る
か
。
（
22
） 
二
・
四
七
五
・
四
七
六
・
四
七
九
番
歌
（
23
） 
金
子
英
世
・
川
村
晃
夫
『
曾
禰
好
忠
集
』
注
解
』
（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
）
当
該
歌
注
。
ほ
か
に
注
12
古
田
論
文
で
も
指
摘
さ
れ
る
。
（
24
） 
注
（
23
）
金
子
・
川
村
著
書
、
二
番
歌
注
（
25
） 
平
田
喜
信
「
和
泉
式
部
と
曾
禰
好
忠
―
日
記
内
の
「
は
か
な
し
ご
と
」
・
「
は
か
な
き
こ
と
」
―
」
（
『
平
安
中
期
和
歌
考
論
』
新
典
社
研
究
叢
書
五
、
新
典
社
、
一
九
九
三
年
五
月
）
、
松
本
真
奈
美
「
曾
禰
好
忠
「
毎
月
集
」
の
成
立
」
（
『
尚
絅
女
学
院
短
期
大
学
研
究
報
告
』
第
四
三
集
、
尚
絅
女
学
院
短
期
大
学
、
一
九
九
六
年
一
二
月
）
で
も
、
各
部
冒
頭
で
後
世
に
詠
歌
を
遺
す
意
志
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
る
。
（
26
） 「
好
忠
百
首
」
序
文
は
、
「
た
づ
き
あ
り
せ
ば
、
百
敷
の
大
宮
づ
か
へ
つ
と
む
と
て
」
「
蓬
の
も
と
に
と
ぢ
ら
れ
て
出
で
仕
ふ
る
こ
と
も
な
き
」
な
ど
、
宮
仕
え
の
機
会
が
無
く
過
ご
す
様
子
を
記
す
。
（
27
） 『
小
右
記
』
永
観
三
年
二
月
一
三
日
条
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
八
第
三
話
「
円
融
院
御
子
日
参
曾
禰
吉
忠
語
」
、
『
大
鏡
』
巻
六
裏
書
に
そ
れ
ぞ
れ
記
述
が
あ
る
。
 
（
本
学
大
学
院
研
修
者
）
